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令和４年度事業計画 
 
当財団では、「地域の人々が活気溢れる社会、心豊かで潤いと活力に満ちた県民生活の実現」というミッション（使

命）のもと、文化芸術に関する各種事業を積極的に推進することにより県民文化の育成と振興を図り、そして県民に広
く文化活動の場を提供することにより自主的な活動支援、人と人の交流、地域の活性化を図ってきました。 

また、近年、地域・社会が大きく変容し、文化芸術が地域及び社会における課題を解決する処方箋として社会的効用を

発揮するという新たな重要性も増しているなかで、公立文化施設が果たすべき役割は、ますます重要になっています。と

りわけ、新型コロナウイルスは、現在も日常生活や催事等に多くの影響を及ぼしていますが、この新型コロナ禍において

リアルな文化芸術のもつ大きな効用が改めて認識されたことは、文化芸術に携わるものにとって大きな道標となるもので

あり、万全な感染防止対策を行いながら地域に文化芸術を届けていくことが重要です。 
当財団は、改めて公立文化施設の役割を明確にし、その機能である「文化権の保障・文化芸術の振興・地域コミュニ

ティの拠点・経済的貢献」を再認識し、その機能を十分に発揮するよう各種事業を展開していきます。 
 
 
管理運営業務の基本方針 ≪重点項目≫ 
 

全ての利用者の安心・安全・公平な利用機会の確保を基本とし、そのための対応として重点項目を設定

し、実践します。

 
  

 
文化芸術事業の基本方針 ≪重点項目≫ 
 

県民が文化芸術に親しみ、参加していただくための対応として重点項目を設定し、その実現のための各種

取組を実践します。    

 
  

 事業展開のキーワード 

 

   

   

  

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

ア 利用者・来館者の安心・安全  イ 利用者（県民）目線  ウ 法令の遵守  エ 効率的な施設運営 

ア 国内外の質の高い舞台公演の鑑賞の提供（観る）  イ 文化芸術に触れる機会の提供（触れる） 

ウ 若者の育成及び参画（育てる）  エ 情報の発信と伝統文化の伝承（伝える）  オ 新しい文化芸術の創造（創る） 

《観る》 

《触れる》 

《育てる》 
《 創る》 

《深める》 

国内外の上質で多
彩な舞台芸術の鑑
賞機会の提供！ 

次世代を担う若者
や後継者の育成と
文化芸術への参画
強化！ 

若年層や初めての方
に向け気軽に文化芸
術に触れる機会の提
供！ 

作品創造による創作
意欲の向上、特色あ
る鳥取県の文化芸術
の創造発信！ 

文化芸術が浸透し心

豊かに、彩と夢のあ

るライフスタイルの

実現！ 

舞台芸術の魅力や
文化芸術情報の発
信、日本古来の伝統
文化の伝承！ 

《伝える》 

広域な事業展開により

「ひと」「まち」を元

気にする文化芸術を核

とした地域の活性化！ 

《拡げる》 
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目 的 

県内市町村や文化芸術団体等とこれまで以上の連携協力のもと、これまであまり縁の薄かった方々に

も新鮮で笑顔溢れる文化芸術を届けることを目的とした事業を展開します。 

目 標 

・初めての文化芸術体験機会の創出を狙い、誰でもが鑑賞し、体験できる機会を設けます。 

・若年層や家族が気軽に参加できる仕掛けを作ります。 

 

STAGE 3

感動を届ける

文化芸術事業

STAGE 2

彩を添える文化芸術事業

STAGE 1

出会いを生む文化芸術事業

事業の体系化 
 
事業実施にあたっては、重点項目を踏まえて事業を体系化（ＳＴＡＧＥ１～３）し、目的と目標を明確化させ段階

的かつ重層的な戦略のもと、県内各市町村や文化芸術団体等と連携して、県民の誰でもが文化芸術を鑑賞・体験でき
る機会を創出します。 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
ア トライアート  「触れる」 「拡げる」 【指定管理事業】 

 鳥取県の未来を担う若手活動者や若年層を対象に、プロデュース公演や鑑賞事業と連携したワークショップ等を

実施し、年間を通して継続的に文化芸術の魅力を身近に体験し深める機会を提供することで、新規参画者を含めた裾

野の拡大と会館を拠点とした文化芸術のコミュニティの構築を目指します。 
 

（ア）レクチャー・シリーズ  年６回程度 

潜在的鑑賞者及び新規参画者を対象とした、鑑賞公演等の主催事業に関連した講座を開講します。講師には、県

在住の専門家、演奏家を起用し、文化芸術の魅力を身近に感じられる初級から中級程度の内容の講座を年６回程

度実施し、文化芸術による会館を拠点とした交流機会を提供します。 
 
（イ）体験して深めるワークショプ〈音楽・舞踊・演劇〉 年６回程度 

    鑑賞事業及びプロデュース公演で生まれた人材・ネットワーク・作品 

   等を活用して、ワークショップ等を開催し、ジャンルの魅力を体験して 

深める機会を提供します。親子向けには子どもの年齢に合わせ、早期に 

おいて創作力や想像力を高める企画内容とし、若年層を対象の中心に、 

若年層を対障がいの有無や年齢（未就学・高齢者）を問わず参加できる 

機会にも配慮します。 

 

ＳＴＡＧＥ１ 出会いを生む文化芸術事業の展開 
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目 的 

県内市町村や文化芸術団体等と綿密な連携のもと、心地よい文化芸術に触れることにより、ライフスタ

イルに彩と夢を届ける事業を展開します。 

目 標  

・県民が多彩な文化芸術に触れ、魅力ある事業を体験できる機会と環境を整えます。 

・文化芸術をより楽しみ深めるためのアウトリーチ事業を行います。 

・将来を担う文化芸術活動者の発掘と育成を図ります。 

 

イ とっとりの芸術宅配便  「観る」「触れる」「伝える」「拡げる」 【指定管理事業】 年２５回程度 

子どもや青少年をはじめ、年齢や障がいの有無、または経済的な理由い 

かんにかかわらず、誰もが芸術に触れ、気軽に楽しむことができる鑑賞や 

体験の機会を提供することで、将来の文化芸術の担い手としての鑑賞者、 

活動者、支援者の拡大、文化芸術の裾野の拡大を図ります。 

多感な時期の子どもたちが心豊かで活力ある生活を送るとともに、その 

無限の可能性を広げるための一助として、県内のアーティストによる生の 

文化芸術と出会い、触れ合い、さまざまに感じる機会を県内の小中学校・ 

特別支援学校へ届けます。 

 

ウ 芸術鑑賞教室  「観る」「触れる」 【県補助金事業】 

  高等学校及び特別支援学校の生徒、教職員等を対象に、音楽・演劇・伝 

統芸能等、さまざまな分野の芸術鑑賞公演を開催します。文化施設及び学 

校体育館等において優れた舞台芸術を鑑賞する機会を等しく提供すること 

で、次世代を担う青少年の豊かな情操を養い、健全な育成に資することを 

目的とします。併せて青少年の文化芸術に対する関心を高めることで、将 

来的な文化芸術ファンの開拓に繋げ、本県のさらなる文化振興を図ります。 

 

 ※「地域の賑わい創出に向けた取組」としても実施 

エ みんなのピアノ聴き弾きくらべコンサート  「触れる」 【指定管理事業】 

舞台芸術への関心や意欲を向上することを目的として、会館が保有して 

いる３種のグランドピアノを活用してそれぞれの特色や魅力を感じる参加 

・体験型の事業を実施し、専門家による説明に加えミニコンサートを行い、 

生の舞台芸術に触れる機会を設けます。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア とっとり地域創造   「観る」 「伝える」「拡げる」「深める」 【指定管理事業】 

鳥取県の未来を担う若年層や本格的な大ホールでの鑑賞機会が少ない市町村在住者を対象に、市町村等と連携し

て、質の高い舞台芸術の鑑賞機会を提供することで、潜在的鑑賞者の掘り起こしと支援者となる文化芸術関心層の拡

大を目指します。 

 

（ア）とっとり地域創造ステージ  年２回程度 

質の高い舞台芸術を上演し、市町村において潜在的鑑賞者の掘り 

起こしと支援者となる文化芸術関心層の拡大を目指します。青少年 

や支援者となる地域住民が良質の舞台芸術に触れやすくするため、 

無料公演を基本とします。 

 

ＳＴＡＧＥ２ 彩を添える文化芸術事業の展開 
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【＜イメージ＞ 東京二期会オペラ「雪の女王」2021境港市公演 】 

 

（イ）アーティスト発信ステージ  年３回程度 

市町村と連携して実施することで、県内在住のアーティスト等に活躍 

の場を提供し、事業を通じてアーティストや活動者の創作に対する意欲 

を高めることで県内文化芸術の活性化を図ります。親子向けや子どもを 

対象とする公演は、対象年齢を設定し、文化芸術がより身近に感じられ 

るように小規模公演とします。 

併せて、国内外で活躍する若手音楽家（演奏家、声楽家、作曲家等） 

と協働した事業の発展を目指し、アーティスト･パートナー制度（登録） 

を設置します。 

 
 
イ 若手クラシックアーティスト育成プロジェクト  「触れる」  【指定管理事業】 

これまで実施してきたオーディション事業を見直し、オーディション参加者の発掘と拡大、技術向上を目的に、Ｎ

ＨＫ交響楽団監修のもと、楽器のクリニックを実施します。若年層を対象とし、技術や意欲をさらに育て伸ばす「ス

キルアップ」を目的に、ＮＨＫ交響楽団の奏者や、県出身・在住のプロを講師に招き、各楽器のクリニックを実施し、

プロの音楽家を目指す若手演奏者の発掘と育成を図るとともに事業を通して、鳥取県の未来を担う若手演奏者及び

指導者等とのネットワークづくりを図ります。 
 

（ア）弦楽アンサンブルクリニック 年３回程度 

各地区のジュニアオーケストラ、県内高校の弦楽部等、若手活動者や 

若年層を対象とし、とっとりチェンバーオーケストラメンバーを講師に 

迎え、クリニックを実施し最終日には、成果発表のステージを設け一般 

公開します。 

 

 

ウ 古典芸能体験事業「梨花薪能」 「観る」「触れる」「伝える」 【指定管理事業】 

「世界最古」といわれる日本独自の舞台芸術で、世界無形遺産に指定され 

ている「能楽」について、身近に触れることを目的に、とりぎん文化会館の 

中庭スペースを活用した薪能の公演を実施します。また、能独特の構えや運 

び、謡い、能楽で用いられる楽器を自ら体験や仕舞の実演を取り入れた体験 

型ワークショップや、初めて能楽の鑑賞をする方がより楽しめるような、実 

演を交えた事前講座などを実施します。これらの事業を通して、地域の文化 

芸術を推進するためのプラットフォームの形成を目指します。 
 

日程：１０月２日（日） 

会場：とりぎん文化会館 中庭 特設能舞台 

 
 
エ 新 舞台芸術市町村連携事業   「観る」 「伝える」「拡げる」「深める」 【財団事業】 

財団が取り組む様々な文化芸術事業に賛同し、協働して実施すること 

 を目的とした「パートナー市町村制度」を設置し、本格的な大ホールで 

の鑑賞機会が少ない市町村在住者を対象に、自治体と協働して、質の高 

い生の舞台芸術の鑑賞機会を提供することで、新規鑑賞者の開拓と潜在 

的鑑賞者の掘り起こしを図り、地域の文化芸術の発展とともに地域活性 

化を目指します。 
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目 的 

基幹ホールの優れた機能とこれまで培ってきた財団の専門的ネットワーク及び技術のもと、鑑賞・参加され

る方々に高質な文化芸術を満たすことにより大きな感動を届けます。 

目 標 

・県民を魅了する良質な舞台作品の鑑賞機会を提供します。 

・次世代を担う若手芸術家・活動者との協働により高質な創造作品つくりを行います。 

・将来を担う文化芸術活動者の発掘と育成を図ります。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

ア 鑑賞型事業  「観る」「触れる」「深める」 【財団事業】 

県民が良質の舞台芸術に触れ、感動し、豊かな心を育むことを目的に鑑賞公演（財団主催）を実施する。国内外の

質の高い舞台公演の提供やその出演者によるワークショップ、市町村との連携によりその地元施設での演奏会の実

施、次代を担う若者の育成と文化芸術への参画の強化、鳥取県出身・在籍のプロのアーティストを起用した事業、こ

れまで文化芸術にあまり縁の薄かった方々へのアプローチなど、多彩かつ広域に事業展開を行うことで「ひと」と

「まち」が元気になることを目的とする。 

 

（ア）小林愛実 ピアノリサイタル  

「第18回ショパン国際ピアノコンクール」で４位入賞を果たした

小林愛実によるピアノリサイタルを実施し、新規鑑賞者の開拓を目的

に若年層へ向けた積極的な鑑賞への働きかけを行い、生演奏の素晴ら

しさを身近に体験できる機会の提供を行います。 

日程：９月１９日（月・祝） 

会場：とりぎん文化会館 梨花ホール 

 

 

 

（イ）東京二期会オペラ「フィガロの結婚（演出：宮本亞門）」 ＜助成金活用予定事業＞ 

国内最大のオペラ・声楽家団体である東京二期会によるオペラの名

作モーツァルト作曲「フィガロの結婚」を上演することにより、近年

実施のなかったプロによる大型オペラ公演を開催し文化芸術ファン

のさらなる拡大・定着を図るほか、梨花ホールの劇場としての魅力を

積極的に発信することで、県民文化会館のさらなる理解者・利用者の

拡大を図ります。 

日程：１０月１５日（土） 

会場：とりぎん文化会館 梨花ホール 

 

 

（ウ）親子で楽しむオーケストラコンサート ＜助成金活用予定事業＞ 

日程：調整中 

会場：とりぎん文化会館 梨花ホール 

  ※詳細調整中    

 

（エ）ストラディヴァリウス・コンサート２０２２ 

  世界の文化遺産といわれる最高クラスの弦楽器「ストラディヴァリ

ウス」を日本音楽財団より貸与されている、国外を拠点とする若手有

望演奏家によるコンサートを開催することで、名器の音色と質の高い

クラシック音楽の鑑賞機会を提供し、ファンの拡大、潜在的鑑賞者と

新規鑑賞者の開拓を図ります。 

  日程：１０月１０日（月・祝） 

会場：倉吉未来中心 大ホール 

 

ＳＴＡＧＥ３ 感動を届ける文化芸術事業の展開 
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（オ）ウィーン・リング・アンサンブル ニューイヤー・コンサート２０２３ 

 平成３０年度に開催した米子公演が好評であり、地方では体感する

機会の少ない新春に相応しい「ウィーン・リング・アンサンブル ニュ

ーイヤー・コンサート」を鳥取県中部で再演します。通常の時期とは趣

が異なる新年に、管楽器と弦楽器の両方が織り成すアンサンブルによ

り、大編成のオーケストラとは異なるクラシック音楽の楽しみ方を提

供します。 

日程：令和５年１月９日（日） 

会場：倉吉未来中心 大ホール 

 

 

（カ）オーケストラ・アンサンブル金沢 境港公演 

境港市と連携し、今夏開館予定の境港市交流センターホールで実力

派ヴァイオリニスト神尾真由子による室内オーケストラの神髄を感じ

ながら、迫力と緻密さを併せ持つ指揮 広上淳一によるオーケストラ・

アンサンブル金沢で「交響曲第３番『英雄』」の演奏により、若年層や

本格的なホールでの鑑賞機会が少ない在住者を対象に質の高い舞台芸

術の鑑賞機会を提供します。 

日程：９月２５日（日） 

会場：境港市民交流センター ホール 

 

（キ）国内バレエ団公演 

日程：調整中 

会場：西部地区で調整中 

※詳細調整中 

 

イ プロデュース公演  「観る」「触れる」 「創る」「伝える」 【指定管理事業】 

鳥取県の特色ある地域文化をもとに、国内外で活躍するプロフェッショナルのサポートを受け、地元活動者と協働

してオリジナル舞台作品を制作します。作品の制作過程を通して、出演者・スタッフ等の協働推進者をはじめ、来場

者等幅広く県民へ、作品内容やジャンルの魅力を多面的に伝える工夫によって、鳥取県の特色ある地域文化と文化芸

術の魅力を発信します。 

さらに、制作した作品の再演等や構築されたネットワークの継続的活用、ノウハウの波及効果を追求します。 

また、事業を通して県内活動者の創作に対する意欲を高めることで、創造性豊かな地域づくりの推進、県内文化芸

術の活性化を図ります。 

 

（ア）Ｕ－１８シアタープロジェクト ＡＣＴ２ ＜演劇＞ 

  鳥取県内の１８歳以下が創作した戯曲を同じく県内１８歳以下が演じる、 

新作オリジナル作品の演劇公演を制作し上演します。過去に取り組んだ演 

劇創造事業で育成した人材を講師として起用し、地域においてさらなる人 

材育成と後進の発掘・育成を図り、県内における新たな演劇の発展と発信 

を目指す演出指導者として、新国立劇場演劇研修所所長の宮田慶子氏を引 

き続き起用します。併せて、課題（財団スタッフのプロデュース力向上、 

活動者の活性化、次世代育成等）の改善を目指し、活動者及び関係者との 

ネットワークづくりに取り組みます。 

 

【U-18シアタープロジェクト(平成31年)】 
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（イ）＜音楽＞ 

「鳥取県クラシックアーティスト・オーディション」受賞者及び国内外で 

活躍する県出身・在住のプロ奏者で構成する「とっとりチェンバーオーケス 

トラ」の１０名程度で編成する中規模コンサートを開催します。 

  併せて、奏者が主体となって企画する公演を支援（会場費補助・広報） 

し、事業の継続的な発展と合奏団・奏者の理解者・支援者の拡大を図ります。 
 
 
 

ウ 特別共催事業  「観る」「触れる」「拡げる」「深める」【財団事業】 

（ア）マスコミ共催 

  県内の文化芸術振興において鑑賞機会の提供及び鑑賞者の育成は不可欠 

であり、そのためにもより優れた舞台公演鑑賞の機会を県民に提供してい 

くことが重要であるため、民間機関が実施する公共性の高い優れた鑑賞事 

業に対し、当財団が共催することで県民の鑑賞機会を増やすことを目的と 

します。 

 

 

（イ）一般共催 

  一般団体（芸術団体・文化芸術関連ＮＰＯ団体など）が実施する優れた 

鑑賞公演について当財団が共催することで、財団のミッションの一部でも 

ある「団体の自主的な活動の支援」として、県民に優れた文化芸術公演を 

多く提供し、鑑賞機会を増やすことを目的とします。 

 

 
 

 
  

【劇団四季 The Bridge(令和3年)】 

【SALON ORCHESTRA in Tottori(令和3年)】 
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公益財団法人：事業・組織体系別 
 
公１：文化芸術に関する各種の事業を推進することによる文化振興事業 

 

当財団は、文化芸術に関する各種の事業を推進することにより、県民文化の育成と振興を図るとともに、県民に広く

文化活動の場を提供することで、自主的な活動を支援し、もって心豊かで潤いと活力に満ちた県民生活の実現に寄与す

ることを目的としており、この目的を達成するために、「文化芸術事業の基本方針」に掲げる重要項目・事業体系を踏

まえて、その実現のための各種取り組みを実践し、文化芸術事業を推進する。 

また、「管理運営業務の基本方針」に掲げる重要項目及び上記を踏まえつつ、文化振興を図る拠点施設である鳥取県

立県民文化会館の管理運営を行い、施設の設置目的や特性を活かした文化振興に関する事業を積極的に実施するととも

に、県民に広く活動の場を提供する。 

なお、施設の管理運営に関しては、指定管理者に指定されており、鳥取県と管理運営に関する協定を締結の上、これ

を遵守していく。 
 

１ 文化芸術の振興と創造・発信事業  

県民が良質の舞台芸術に触れ、感動し、豊かな心を育むことを目的に、国内外の質の高い舞台公演の提供や、市町村

との連携によるその地元施設での演奏会の実施、次代を担う若者の育成と文化芸術への参画の強化、鳥取県出身・在住

のプロのアーティストを起用した事業など、これまで文化芸術にあまり縁の薄かった方々へのアプローチなど、多彩か

つ広域に「ひと」と「まち」が元気になる事業を展開する。 

また、鳥取県の特色ある地域文化を基に、地元活動者と協働してオリジナル舞台作品を制作することにより、鳥取県

の特色ある地域文化と文化芸術の魅力を発信する。 
 
（１）鑑賞公演の提供 

ア 財団主催事業 「観る」「触れる」「深める」                 【予算額33,405千円】 

 事業名（公演名） 開催時期 開催場所 目標入場者数 

１ 小林愛実 ピアノリサイタル 9月19日(月･祝) 
とりぎん文化会館 

梨花ホール 
1,460人 

２ 
東京二期会オペラ「フィガロの結婚（演出：宮本

亞門）」 ※助成金活用予定事業 
10月15日(土) 

とりぎん文化会館 

梨花ホール 
1,400人 

３ 
親子で楽しむオーケストラコンサート 
※助成金活用予定事業 

調整中 
とりぎん文化会館 

梨花ホール 
1,200人 

４ ストラディヴァリウス・コンサート２０２２ 10月10日(月･祝) 
倉吉未来中心 

大ホール 
700人 

５ 
ウィーン・リング・アンサンブル  

ニューイヤー・コンサート２０２３ 
 1月 9日(月･祝) 

倉吉未来中心 

大ホール 
1,081人 

６ オーケストラ・アンサンブル金沢 境港公演  9月25日(日) 
境港市民交流センター 

ホール 
700人 

７ 国内バレエ団公演 調整中 西部地区で調整中 930人 

８ 新 舞台芸術市町村連携事業（２公演） 調整中 調整中 200人 

８事業９公演（東部３公演、中部２公演、西部２公演、調整中２公演） 7,671人 

 
イ 特別共催事業 「観る」「触れる」「拡げる」「深める」           【予算額 2,957千円】 

（ア）マスコミ共催 年９公演程度 

  県内の文化芸術振興において鑑賞機会の提供及び鑑賞者の育成は不可欠であり、そのためにもより優れた舞台

公演鑑賞の機会を県民に提供していくことが重要であるため、民間機関が実施する公共性の高い優れた鑑賞事業

に対し、当財団が共催することで県民の鑑賞機会を増やすことを目的とします。 
 

（イ）一般共催 年６公演程度 

  一般団体（芸術団体・文化芸術関連ＮＰＯ団体など）が実施する優れた鑑賞公演について当財団が共催するこ

とで、財団のミッションの一部でもある「団体の自主的な活動の支援」として、県民に優れた文化芸術公演を多

く提供し、鑑賞機会を増やすことを目的とします。 

ＳＴＡＧＥ３ 

ＳＴＡＧＥ３ 
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（２）プロデュース公演（指定管理事業）「観る」「触れる」 「創る」「伝える」 

                               【予算額 16,049千円】  
鳥取県の特色ある地域文化をもとに、国内外で活躍するプロフェッショナルのサポートを受け、地元活動者と協働

してオリジナル舞台作品を制作します。作品の制作過程を通して、出演者・スタッフ等の協働推進者をはじめ、来場

者等幅広く県民へ、作品内容やジャンルの魅力を多面的に伝える工夫によって、鳥取県の特色ある地域文化と文化芸

術の魅力を発信します。 

さらに、制作した作品の再演等や構築されたネットワークの継続的活用、ノウハウの波及効果を追求します。 

また、事業を通して県内活動者の創作に対する意欲を高めることで、創造性豊かな地域づくりの推進、県内文化芸

術の活性化を図ります。 

 

ア Ｕ－１８シアタープロジェクト ＡＣＴ２ ＜演劇＞ 

  鳥取県内の１８歳以下が創作した戯曲を同じく県内１８歳以下が演じる、新作オリジナル作品の演劇公演を制

作し上演します。過去に取り組んだ演劇創造事業で育成した人材を講師として起用し、地域においてさらなる人材

育成と後進の発掘・育成を図り、県内における新たな演劇の発展と発信を目指す演出指導者として、新国立劇場演

劇研修所所長の宮田慶子氏を引き続き起用します。併せて、課題（財団スタッフのプロデュース力向上、活動者の

活性化、次世代育成等）の改善を目指し、活動者及び関係者とのネットワークづくりに取り組みます。 

日時：令和４年８月６日（土）・７日（日）３回公演（予定） 

会場：とりぎん文化会館 小ホール 

 

イ ＜音楽＞ 

  「鳥取県クラシックアーティスト・オーディション」受賞者及び国内外で活躍する県出身・在住のプロ奏者で構

成する「とっとりチェンバーオーケストラ」の１０名程度で編成する中規模コンサートを開催します。 

  併せて、奏者が主体となって企画する公演を支援（会場費補助・広報）し、事業の継続的な発展と合奏団・奏者

の理解者・支援者の拡大を図ります。 

 

（３）芸術鑑賞教室（県補助事業：芸術鑑賞教室開催事業）「観る」「触れる」  

 【予算額 10,000千円】  
鳥取県からの補助金を受け、高等学校及び特別支援学校の生徒、教職員等を対象に、音楽・演劇・伝統芸能等、さま

ざまな分野の芸術鑑賞公演を開催します。文化施設及び学校体育館等において優れた舞台芸術を鑑賞する機会を等しく

提供することで、次世代を担う青少年の豊かな情操を養い、健全な育成に資することを目的とします。併せて青少年の文

化芸術に対する関心を高めることで、将来的な文化芸術愛好者の開拓に繋げ、本県のさらなる文化振興を図るため、芸術

鑑賞教室の開催のための事務・事業の適正かつ円滑な運営を行います。 

 

・鳥取県芸術鑑賞教室（高等学校・特別支援学校）＜年8回程度＞ 

・児童生徒を対象とした文化芸術事業（芸術鑑賞教室、青少年劇場小公演、青少年劇場巡回公演） 

＜年35回程度＞ 

 

（４）鳥取県文化振興財団文化振興事業基金事業の実施               【予算額 18,780千円】  
  鳥取県からの基金造成事業補助金を受け、県民の多様化、高度化する文化への志向に応えるため、文化芸術事業

の経費等へ充当し事業を実施します。 
 
ア 鑑賞事業及び事業実施に係る共通経費 

事業名（公演名） 開催時期 開催場所 目標入場者数 

小林愛実 ピアノリサイタル 9月19日(月･祝) 
とりぎん文化会館 

梨花ホール 
1,460人 

東京二期会オペラ「フィガロの結婚（演出：宮本亞

門）」 ※助成金活用予定事業 
10月15日(土) 

とりぎん文化会館 

梨花ホール 
1,400人 

親子で楽しむオーケストラコンサート 
※助成金活用予定事業 

調整中 
とりぎん文化会館 

梨花ホール 
1,200人 

ストラディヴァリウス・コンサート２０２２ 10月10日(月･祝) 
倉吉未来中心 

大ホール 
700人 

ＳＴＡＧＥ３ 

ＳＴＡＧＥ１ 
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ウィーン・リング・アンサンブル  

ニューイヤー・コンサート２０２３ 
 1月 9日(月･祝) 

倉吉未来中心 

大ホール 
1,081人 

オーケストラ・アンサンブル金沢 境港公演  9月25日(日) 
境港市民交流センター 

ホール 
700人 

国内バレエ団公演 調整中 西部地区で調整中 930人 

共通経費（鳥取・倉吉・西部事務所） 通 年 ― ― 

 

２ 文化芸術活動支援及び人材育成事業  

鳥取県の未来を担う若手活動者や若年層に対するプロデュース公演や鑑賞事業と連携したワークショップ等の継続

的な実施による会館を拠点とした文化芸術のコミュニティの構築と、子どもや青少年をはじめ、年齢や障がいの有

無、または経済的な理由いかんにかかわらず、誰もが芸術に触れ、気軽に楽しむことができる鑑賞や体験の機会の提

供による将来の文化芸術の担い手としての裾野の拡大のほか、若年層や本格的な大ホールでの鑑賞機会が少ない市町

村在住者を対象に、市町村と連携して、質の高い舞台芸術の鑑賞機会を提供することで、潜在的鑑賞者の掘り起こし

と支援者の拡大を図ります。 

また、地域に根付く郷土芸能の伝承・発信・交流による技術向上と意識啓発、古典芸能の体験事業を通じ、古典を

身近に触れることのできる機会を提供し、日本古来の伝統的な芸能の継承と発展を図ります。 
 
（１）次世代育成事業（指定管理事業） 

ア トライアート「触れる」 「拡げる」         【予算額 3,832千円】 

鳥取県の未来を担う若手活動者や若年層を対象に、プロデュース公演や鑑賞事業と連携したワークショップ等を

実施し、年間を通して継続的に文化芸術の魅力を身近に体験し深める機会を提供することで、新規参画者を含めた裾

野の拡大と会館を拠点とした文化芸術のコミュニティの構築を目指します。 
 

（ア）レクチャー・シリーズ 年６回程度 

潜在的鑑賞者及び新規参画者を対象とした、鑑賞公演等の主催事業に関連した講座を開講します。講師には、県

在住の専門家、演奏家を起用し、文化芸術の魅力を身近に感じられる初級から中級程度の内容の講座を年６回程

度実施し、文化芸術による会館を拠点とした交流機会を提供します。 
 

（イ）体験して深めるワークショプ〈音楽・舞踊・演劇〉年６回程度 

    鑑賞事業及びプロデュース公演で生まれた人材・ネットワーク・作品等を活用して、ワークショップ等を開催

し、ジャンルの魅力を体験して深める機会を提供します。親子向けには子どもの年齢に合わせ、早期において創

作力や想像力を高める企画内容とし、若年層を対象の中心に、若年層を対障がいの有無や年齢（未就学・高齢

者）を問わず参加できる機会にも配慮します。 
 

イ とっとりの芸術宅配便 「観る」「触れる」「伝える」「拡げる」          年２５回程度 

【予算額 2,362千円】 

子どもや青少年をはじめ、年齢や障がいの有無、または経済的な理由いかんにかかわらず、誰もが芸術に触れ、気

軽に楽しむことができる鑑賞や体験の機会を提供することで、将来の文化芸術の担い手としての鑑賞者、活動者、支

援者の拡大、文化芸術の裾野の拡大を図ります。 

多感な時期の子どもたちが心豊かで活力ある生活を送るとともに、その無限の可能性を広げるための一助として、

県内のアーティストによる生の文化芸術と出会い、触れ合い、さまざまに感じる機会を県内の小中学校・特別支援学

校へ届けます。  
［派遣分野］西洋音楽部門：声楽・オペラ、ピアノ、ゴスペル、管楽器、オーケストラ 

          邦 楽 部 門：邦楽（箏、十七弦、三味線、尺八） 

※派遣分野については学校側及び共催団体の要望等により検討・調整する。 

 

ウ とっとり地域創造「観る」 「伝える」「拡げる」「深める」         【財団事業】 

【予算額 1,634千円】 

鳥取県の未来を担う若年層や本格的な大ホールでの鑑賞機会が少ない市町村在住者を対象に、市町村等と連携し

て、質の高い舞台芸術の鑑賞機会を提供することで、潜在的鑑賞者の掘り起こしと支援者となる文化芸術関心層の拡

大を目指します。 

ＳＴＡＧＥ１ 

ＳＴＡＧＥ１ 

ＳＴＡＧＥ２ 
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（ア）とっとり地域創造ステージ 年２回程度 

質の高い舞台芸術を上演し、市町村において潜在的鑑賞者の掘り起こしと支援者となる文化芸術関心層の拡大

を目指します。青少年や支援者となる地域住民が良質の舞台芸術に触れやすくするため、無料公演を基本としま

す。 

 

（イ）アーティスト発信ステージ 年３回程度 

市町村と連携して実施することで、県内在住のアーティスト等に活躍の場を提供し、事業を通じてアーティス

トや活動者の創作に対する意欲を高めることで県内文化芸術の活性化を図ります。親子向けや子どもを対象とす

る公演は、対象年齢を設定し、文化芸術がより身近に感じられるように小規模公演とします。 

併せて、国内外で活躍する若手音楽家（演奏家、声楽家、作曲家等）と協働した事業の発展を目指し、アーティ

スト･パートナー制度（登録）を設置します。 

 

エ 若手クラシックアーティスト育成プロジェクト 「触れる」 【予算額 2,087千円】  
これまで実施してきたオーディション事業を見直し、オーディション参加者の発掘と拡大、技術向上を目的に、Ｎ

ＨＫ交響楽団監修のもと、楽器のクリニックを実施します。若年層を対象とし、技術や意欲をさらに育て伸ばす「ス

キルアップ」を目的に、ＮＨＫ交響楽団の奏者や、県出身・在住のプロを講師に招き、各楽器のクリニックを実施し、

プロの音楽家を目指す若手演奏者の発掘と育成を図るとともに事業を通して、鳥取県の未来を担う若手演奏者及び

指導者等とのネットワークづくりを図ります。 

 

（ア）弦楽アンサンブルクリニック 年３回程度 

各地区のジュニアオーケストラ、県内高校の弦楽部等、若手活動者や若年層を対象とし、とっとりチェンバー    

オーケストラメンバーを講師に迎え、クリニックを実施し最終日には、成果発表のステージを設け一般公開しま 

す。 

 

（２）伝承・継承事業（指定管理事業） 

ア 古典芸能体験事業「梨花薪能」「観る」「触れる」「伝える」         【予算額 6,973千円】  
「世界最古」といわれる日本独自の舞台芸術で、世界無形遺産に指定されている「能楽」について、身近に触れるこ 

とを目的に、とりぎん文化会館の中庭スペースを活用した薪能の公演を実施します。また、能独特の構えや運び、謡い、 

能楽で用いられる楽器を自ら体験や仕舞の実演を取り入れた体験型ワークショップや、初めて能楽の鑑賞をする方が 

より楽しめるような、実演を交えた事前講座などを実施します。これらの事業を通して、地域の文化芸術を推進するた 

めのプラットフォームの形成を目指します。 

日程：１０月２日（日） 

会場：とりぎん文化会館 中庭 特設能舞台 

 

（３）とりアート実行委員会等事務局（県補助事業：第20回鳥取県総合芸術文化祭･とりアート2023） 

【予算額 29,798千円】  
鳥取県からの補助金を受け、「とりアート事業」の円滑な運営を行いながら、「県内の文化芸術活動の裾野拡大」「頂

点の伸長」「人材育成」の目的達成に向けて、県民の皆様とともに取り組んでいます。 

令和４年度以降においても、実行委員会事務局及び東部地区・中部地区・西部地区委員会事務局運営を行い、財

団職員がアートマネージャーや委員の後見役となり、アートマネジメントの手法を伝播させ、地域の文化芸術の活

性化や交流の輪を広げていきます。 

 

３ 鳥取県立県民文化会館の管理運営事業（指定管理事業） 【予算額 310,827千円（収1-1を含む。）】 

豊かで特色のある県民文化の育成と振興に寄与する場として活用するため、鳥取県から指定管理を受け、鳥取県立

県民文化会館の設置及び管理に関する条例及び鳥取県と締結した協定に基づき、施設の管理運営を行います。 

  また、管理運営とともに、財団独自に各種文化事業を行い、指定管理を受けている施設の利用促進はもとより、賑

わいの創出に向けた事業、教育機関との連携事業を実施します。 
 
（１）施設の貸与事業（公益目的事業に係る施設貸与：60.0％見込み） 

ア 管理事務 
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（ア）施設設備の維持管理に関すること 

（イ）利用の許可に関すること 

（ウ）利用者の応接に関すること 

（エ）管理状況の報告に関すること 

イ 利用料徴収事務 

（ア）利用料の調定に関すること 

  （イ）利用料の収納及び還付に関すること 

  （ウ）利用状況の報告に関すること 
 
（２）地域の賑わい創出事業（予算額 4,319千円） 

  まちづくりや、地域活性化を進めていくには、行政、周辺施設、地域の住民等多くの関係者の連携と協力が必要不

可欠です。会館は、第３期に構築した多様なネットワークと敷地内施設との協働を通して、文化施設としての特性を

活かした事業に取り組みます。また県からの補助事業「とりアート（鳥取県総合芸術文化祭）」も今まで以上に参加

者、文化活動者が積極的に参加できる環境を整え、各種事業により会館周辺地域がますます活性化されるように事業

展開したいと考えています。 
 

ア 県民文化会館周辺にぎわい事業 年３回程度：無料（一部有料） 

会館周辺の施設等と連携・協働し、人が集うことを目的に実施します。 

・財団支援者等との実演芸術交流 

・図書館、公文書館、県民文化会館他事業との連携企画（カフェ施設コンサート等） 

 

イ アートＳＱＵＡＲＥ夢空間 年３回程度：無料（一部有料） 

会館が地域にとって身近で親しみやすい施設となることを目的とし、施設の特性を活かしながら誰もが芸術文化に親し 

む環境を生み出していくため、県民文化会館フリースペース等を利用し、気軽に様々 なジャンルを鑑賞できる場の提供を 

するとともに、親子で気軽に鑑賞できる小規模公演等を実施する。 

 

ウ とりぎん文化会館ホール探検ツアー 年２回：無料 

ホールや舞台芸術への関心・意欲の醸成を図ることを目的として、親子や若年層を対象としたホール探検ツア 

ーを実施し、普段は見ることや立ち入ることの出来ない各種の舞台装置や機材の操作体験、会館や舞台芸術を下 

支えする裏方スタッフの役割などの解説等を行います。 

 

エ 再掲：みんなのピアノ聴き弾きくらべコンサート 年１回：有料 「触れる」  

舞台芸術への関心や意欲を向上することを目的として、会館が保有している３種のグランドピアノを活用 

してそれぞれの特色や魅力を感じる参加・体験型の事業を実施し、専門家による説明に加えミニコンサート 

を行い、生の舞台芸術に触れる機会を設けます。 

 

（３）教育機関連携事業（予算額 379千円） 

とりぎん文化会館「舞台技術研修会（舞台技術支援）」年４回程度：無料 

     大学生、高校生、舞台芸術活動者等を対象とした施設・専門設備解説及び舞台の進行管理、照明・音響 

    設備操作等の体験型及び実践実技研修を開催します。 

 

（４）その他 

ア (公社)全国公立文化施設協会中四国支部委員館 

鳥取県の代表館として、支部委員会（年３回）、研修会（業務管理研究会、アートマネジメント研修会、技術

職員研修会）、調査・研究のための部会（経営環境部会、事業環境部会、特別部会）に関することなど、各支部

委員館と連携して適正かつ円滑に運営します。 

［参考］令和２年２月から県民文化会館館長が(公社)全国公立文化施設協会の副会長に就任。 

 

イ 鳥取県文化施設協議会会長館（事務局事務） 

総会の開催、研修会（施設管理業務研修会、自主企画事業研修会、舞台技術研修会）の開催など、当協議会に

関することなど、各加盟館と連携して適正かつ円滑に運営します。 
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公２：県民文化の育成と振興を図るとともに、県民に広く文化活動の場を提供することにより、自主的な 

活動を支援し、人と人との交流、地域の活性化を図る事業 

 
文化芸術に関する各種の事業を推進することにより、県民に広く文化活動や交流の場を提供及び県民の自主的な活動

を支援するとともに、人と人との交流を促進し、地域の活性化を図るため、鳥取県から指定管理を受け、鳥取県立倉吉

未来中心の設置等に関する条例及び鳥取県と締結する協定等に基づき、施設の管理運営を行う。 

また、管理運営とともに、財団独自に各種文化事業等を行い、指定管理を受けている施設の利用促進はもとより、地

域に根差した事業を実施する。 

 

１  人と人との交流、地域活性化事業（倉吉未来中心の管理運営事業：指定管理事業） 

【予算額233,687千円（収1-2を含む。）】 

（１）施設の貸与事業（公益目的事業に係る施設貸与：55.0％見込み） 

ア 管理事務 

（ア）施設設備の維持管理に関すること 

   （イ）利用の許可に関すること 

   （ウ）利用者の応接に関すること 

（エ）管理状況の報告に関すること 

 

イ 利用料徴収事務 

（ア）利用料の調定に関すること 

    （イ）利用料の収納及び還付に関すること 

    （ウ）利用状況の報告に関すること 

 

（２）未来つながるプロジェクト「観る」「触れる」         （予算額 3,662千円） 

「人と人との交流促進及び地域の活性化」という倉吉未来中心の設置目的を達成するため、会館の自主事業として

『未来つながるプロジェクト』に取り組みます。このプロジェクトでは、文化芸術、特に実演芸術の持つ力や管理施

設の特徴を活かし、アーティストや活動者、中部地区１市４町、様々な団体や機関とともに心豊かな「ひとづくり」

と活力ある「まちづくり」を目指します。 

 

ア ハッピースマイルコンサート（インリーチ・アウトリーチ） 年８回程度：無料（一部有料） 

倉吉未来中心プロデュースによる、乳幼児から鑑賞・参加可能なコンサートや実演芸術体験ワークショップを 

インリーチ・アウトリーチの両面で開催し、子どもたちの文化芸術体験の充実を図ります。 

 

イ みらい楽演祭  年５回程度：無料（一部有料） 

開放的なアトリウムでのミニコンサートや、優れた特性を持つ小ホールでのコンサートなど、施設の特徴を活 

かしながら、年齢を問わず気軽に実演芸術に触れられる機会の創出を図ります。 

   

ウ 施設体験ツアー「ホールたんけんツアー」 年１回程度：無料予定 

普段は見ることの出来ないホールの裏側の見学や、舞台機器の操作体験などを通じて、ホールの魅力やそこで 

働く職員の仕事を体験します。 

 

エ 舞台技術ワークショップ 年４回：無料 

 「舞台」「音響」「照明」などの舞台技術に関する基礎知識の習得を目的とする講座やワークショップを行い、 

地域の実演芸術を支える人材の育成を目指します。 

 
（３）その他 

(公社)全国公立文化施設協会中四国支部の研修会の開催 

中四国支部を代表して、加盟施設職員を中心に専門的な研修を行う「令和４年度地域別劇場・音楽堂等職員舞台 

技術研修会（中四国地域）」の開催館として研修会を実施します。 
 

   開催期間：令和５年１月１９日（木）～１月２０日（金）（予定） 

   会  場：倉吉未来中心 
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 収１：鳥取県立県民文化会館及び鳥取県立倉吉未来中心の施設貸与事業（公益目的事業以外） 

 

指定管理者として、鳥取県から委託を受け、協定書に基づき、県民が広く利用する公の施設の受託管理者とし

て施設の管理運営を行い、施設の貸与について、文化振興に関する目的及び文化を通した人と人との交流目的以

外で、県民の様々な活動の場を提供する。 

 

１ 鳥取県立県民文化会館の管理運営の受託のうち公益目的事業以外の施設貸与：40.0％見込み 

２ 鳥取県立倉吉未来中心の管理運営の受託のうち公益目的事業以外の施設貸与：45.0％見込み 

 

 

 

法人の管理運営 

 

公益財団法人鳥取県文化振興財団の事務・事業の適正かつ円滑な運営を行う。 【予算額 4,804千円】 
 

１ 資産の管理に関すること 

２ 評議員会に関すること 

３ 理事会に関すること 

４ 事業計画、報告及び収支予算、決算に関すること 

５ 人事管理、給与関係事務に関すること 

６ 会計経理及び契約に関すること 

７ 関係機関との連絡調整に関すること 

８ 人材育成に関すること 

９ その他、財団の事務処理に関すること 

 


